
領域立ち上げまでの経緯 

●2007.4-12： 75名の外部有識者にインタビュー 

●2007.12-08.3：ワークショップ2回（12/12、3/3）、 
 さらに、具体化WG（1/24）、人文社会科学WG 
 （2/13）、女性の視点WG（2/22）を各1回開催 

●2008.3.10：当センター主催「第7回社会技術  
 フォーラム」を通じたより広い関与者との意見交換 

●2008.3.24：センター運営協議会による承認 

●2008.4：領域発足、4.17 公募開始 

●2008.8：第1回公募プロジェクト採択 



紹介を基本とするインタビュー候補者探索 

16 



関与者ワークショップ 
主要６課題抽出。研究サイド・現場サイドより発表いただき議論 

17 

現領域総括が座長を務めた 



領域の対象と必要性の明確化 

18 



19 

研究開発公募の枠組み 
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